
実践⽉⽇ 9 ⽉ 17 ⽇
対象学年

  ○
○
 
○  

 協⼒して解決する場⾯設定 考えを伝え合うことを通
して概念を形成させる

○
外部⼈材、先哲との対話設定

これまでの知識・理解だけでは
説明できない状況づくり

○
⾒通しをもたせる 新たな問いや課題や考え

を創造させる
○

振り返りをさせる 授業における「問い」の焦点化

「主体的・対話的で深い学び」の実現状況 ※以下の項⽬を達成するための⼯夫ができたか

主体的な学び 対話的な学び 深い学び
興味・関⼼を⾼める ⼦ども同⼠の対話の場の充実 教科の⾒⽅・考え⽅を⽣

かす
○

粘り強く取り組ませる

状況 信⻑と秀吉のどちらが優れた武将か考えたいが，友達の考えを聞けないの
で，⼀⽅的な考えになってしまう可能性がある

⼿⽴て
①両校それぞれの児童で信⻑と秀吉について調べる
②信⻑と秀吉がどちらが優れているか考えるために，モグラ
チャートを⽤いて２⼈の武将について問い⽴てし，話し合う

結果 ・問いを⽴てなければ考えなかった内容について意⾒交換をしながら考えることができた
・改めて２⼈の武将のやったことやそのねらいを学びことができた

⼩６ 社会 戦国の世から天下統⼀へ 直接

⽬的： 歴史上の⼈物の活躍について，多様な視点で考え，⾃分なりの解釈をまとめる
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資料

ここに添付してください

対⾯ to    対⾯

お馴染みキャラクター
「ミヤちゃん」

もぐらチャート



ICT機器レイアウト（直接のみ）

…机

iPad A…ロイロノート⽤（教師）
iPad B…zoom・ロイロノート⽤（⽣徒）
スピーカー兼マイク（YAMAHA）…教師⽤PCと接続
（⼦どもと教師の⾳声を拾う。出⼒もこれのみ）
PC…zoom⽤（教師）
⼤型テレビ…教師⽤PCの画⾯を映す

PC

教師

iPad B

スピーカー
兼マイク

児童

iPad A

⼤型テレビ

児童⽤zoomはオーディオを切断し，スピー
カー兼マイクで教室の⾳声を全て拾ったが，児
童も教師も⼤きな声を出さなくても相⼿側によ
く聞こえた。出⼒に関しても問題なかった。
児童はｉＰａｄでzoom⼊室させ，顔がしっか
り⾒えるようにした。画⾯も基本的に⾃分のｉ
Ｐａｄの画⾯を⾒るようにさせた。これにより，
相⼿の顔をしっかり⾒ながら合同授業ができた。
スピーカー兼マイクの性能は重要。


